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図　190号通知の例（左：連続バルコニー、右：二戸毎連続するバル
コニー。Ｗの長さに応じて二方向避難可能かどうか判定される。）

段
が
外
気
に
開
放
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る

か
否
か
に
つ
い
て
、
そ
の
原
則
を
示
す
と
と
も

に
、
そ
の
典
型
的
な
例
を
図
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
細
則
は
、
当
時
、
共
同
住
宅
の
設
計

が
多
様
化
し
つ
つ
あ
り
、
設
計
者
の
側
も
消
防

機
関
の
側
も
、「
二
方
向
避
難
」や「
避
難
路
の

開
放
性
」の
判
断
方
法
に
つ
い
て
明
確
な
基
準

を
必
要
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
定
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
両
者
の
意
見
を

十
分
汲
み
上
げ
た
先
進
的
な
も
の
で
、
今
に

至
っ
て
も
ほ
ぼ
原
型
の
ま
ま
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。そ

れ
だ
け
に
、
こ
の
細
則
が
日
本
の
共
同
住

宅
の
形
状
に
与
え
た
影
響
は
極
め
て
大
き
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
細
則
に
誘
導
さ
れ
て
日

本
の
共
同
住
宅
の
多
く
が
持
つ
こ
と
に
な
っ
た

「
住
棟
全
体
に
連
続
し
た
バ
ル
コ
ニ
ー
」、
連
続

バ
ル
コ
ニ
ー
の
隣
戸
と
の
境
界
に
設
置
す
る

「
容
易
に
破
壊
で
き
る
仕
切
版
」、「
二
戸
ず
つ

連
続
し
た
バ
ル
コ
ニ
ー
」、「
外
気
に
開
放
さ
れ

た
廊
下
と
防
風
ス
ク
リ
ー
ン
や
階
段
」な
ど
は
、

欧
米
諸
国
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
も
の
で
、

日
本
の
共
同
住
宅
特
有
の
外
観
を
形
づ
く
る

と
と
も
に
、
そ
の
集
合
体
と
し
て
の
都
市
景
観

を
決
定
づ
け
る
大
き
な
要
素
と
も
な
っ
た
か
ら

で
す
。

49
号
通
知
は
、
昭
和
50
年
当
時
の
関
係
者

（
消
防
側
、
設
計
側
、
供
給
側
）す
べ
て
の
経

験
と
知
見
の
集
大
成
と
も
言
え
る
も
の
で
し
た

が
、
共
同
住
宅
の
高
層
化
、
多
様
化
、
住
戸

の
大
型
化
は
関
係
者
の
予
想
を
超
え
た
速
度

で
進
み
、
昭
和
50
年
代
の
後
半
に
な
る
と
、

早
く
も
以
下
の
よ
う
な
49
号
通
知
の
課
題
が

明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　一
方
で
こ
の
頃
、
日
本
の
住
宅
は
、
火
災
が

発
生
し
た
場
合
の
死
者
の
発
生
率
が
、
ア
メ
リ

カ
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
と
比
べ
て
異
様

に
高
い
こ
と
が
判
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
大
き

49
号
通
知
の
う
ち「
二
方
向
避
難
」と
避
難

路
の
外
気
へ
の
開
放
の
条
件
に
つ
い
て
は
、
昭

和
51
年
12
月
に
、
49
号
通
知
の
運
用
基
準
と

位
置
づ
け
ら
れ
る「
共
同
住
宅
等
に
係
る
消
防

用
設
備
等
の
技
術
上
の
基
準
の
細
則
」（
以
下

「
１
９
０
号
通
知
」）が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
細
則
で
は
、
バ
ル
コ
ニ
ー
を
用
い
た
二

方
向
避
難
の
原
則
を
示
す
と
と
も
に
、
バ
ル
コ

ニ
ー
が
第
二
の
避
難
路
と
し
て
認
め
ら
れ
る
か

否
か
に
つ
い
て
15
の
パ
タ
ー
ン
を
図
解
し
て
例

示
し
て
い
ま
す（
図
）。

ま
た
、
避
難
路
の
開
放
性
に
つ
い
て
も
、
片

廊
下
型
や
階
段
室
型
の
共
同
住
宅
の
廊
下
や
階

な
理
由
の
一
つ
は
、
こ
れ
ら
の
国
が
、
戸
建
て

住
宅
を
含
め
、
全
て
の
住
宅
に
煙
感
知
器
を
設

置
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
た
め
で
は
な
い
か
、
と
推
察
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
で
は
、
戸
建
て
住
宅
は
と
も
か
く
、

５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
共
同
住
宅
に
は

自
動
火
災
報
知
設
備
の
設
置
義
務
が
あ
る
の

に
、一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は「
共
住

特
例
」に
よ
っ
て
免
除
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
は

問
題
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

火
災
危
険
性
が
戸
建
て
住
宅
並
み
な
ら
消

防
用
設
備
等
を
免
除
し
て
も
よ
い
、
と
い
う
考

え
方
に
立
つ
限
り
、
共
住
特
例
に
よ
り
自
動
火

災
報
知
設
備
の
設
置
義
務
を
免
除
し
て
い
る
こ

と
に
非
は
な
い
は
ず
で
す
が
、
米
英
加
に
お
け

る
煙
感
知
器
設
置
義
務
化
の
効
果
を
知
る
に
つ

け
、「
せ
め
て
共
同
住
宅
に
つ
い
て
は
、
自
動

火
災
報
知
設
備
等
の
設
置
免
除
を
考
え
直
す
べ

き
で
は
な
い
か
」と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
の
で
す
。

共
同
住
宅
特
例
基
準
と

特
定
共
同
住
宅
等 
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49
号
通
知
の
運
用
通
知
で
あ
る
１
９
０
号
通
知
に
よ

り
、
二
方
向
避
難
や
避
難
路
の
開
放
性
の
基
準
が
明
確
に

な
り
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
共
同
住
宅
が
こ
の
基
準
に
従
っ

た
た
め
、
日
本
特
有
の
共
同
住
宅
の
外
観
や
街
並
み
が

形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
間
も
な
く
こ
の
49

号
通
知
に
つ
い
て
も
見
直
し
の
必
要
が
出
て
き
ま
し
た
。

昭
和
51
年
の
追
加
通
知

（
1
9
0
号
通
知
）

49
号
通
知
の
限
界
と
課
題

表　49号通知の課題
課　　題

片廊下型共同住宅の開放
廊下に面する開口部の面
積制限の緩和
主たる出入り口の常時閉
鎖式甲種防火戸の緩和
3階以上の階にある住戸の
床面積制限（100平方メー
トル以下）、100平方メー
トル区画の緩和

光庭に面する開口部の制
限の緩和

内　　容
住戸面積の増大に伴い共用廊下に面して２居室確保しようとすると、開口部の面積制限（１
箇所当たり２平方メートル以下、１住戸当たり４平方メートル以下等）と建築基準法（第
28条第１項）の居室の採光面積制限（床面積の７分の１以上）とがバッティングし、「居
室」を「納戸」と申告するなど脱法行為が横行
住戸の出入り口のデザインの多様化、車椅子のための引き戸設置の要請などから、網入りガラ
スなど乙種防火戸（「防火設備」に相当）を用いることは出来ないかとの意見が強かった。
特例基準が適用される共同住宅は3階以上にある住戸の床面積が100㎡以下のものに限られ
ており、加えて、建築基準法の排煙設備や内装制限の基準も床面積100㎡以下に区画するこ
とを条件にしていたため、100㎡区画に関する制限の緩和が求められていた。

住戸面積の増大に伴い、採光のため、住戸の一部に「光庭」を設ける例が出てきた。光庭
は、これを介して対面する住戸が互いに開口部を設けると、開口部の大きさや相互の距離等
によっては49号通知の前提である「住戸間の延焼防止」等が崩れる恐れがあるため、昭和
54年6月に予防救急課長（当時）から、49号通知を適用する際の光庭に面する開口部の制
限についての解釈通知（１住戸当たり合計1平方メートル以下、鉄製網入りガラスのはめ殺
し窓、異なる住戸の窓相互間距離2ｍ以上等）が出されていた。この内容は安全側にシフト
したものであったため、延焼・煙流動等についての詳細な検討をおこなった上で、条件を緩
和することができないか検討するよう求められていた。

住
宅
に
お
け
る

火
災
報
知
設
備
等
の
設
置
の
効
果


